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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
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本研究はエンジンのシリンダ内の燃焼圧力を直接検出する燃焼圧センサー材料の創成を目指し、ラン

ガサイト(La3Ga5SiO14)型圧電結晶に着目している。最終年度である本年度は、これまで開発してきた

ランガサイト型結晶におけるAl置換による結晶構造変化ならびに圧電特性変化について調べた。試料

にはチョクラルスキー法にて作製した単結晶を用いた。Al置換ランガサイト型結晶はLa3Ga5-xAlxSiO14

、La3Ta0.5Ga5.5-xAlxO14、La3Nb0.5Ga5.5-xAlxO14（それぞれLGASx, LTGAx, LNGAx）の３種類を用意し、

各結晶は作製条件下で固溶限界までAlをドープさせた。結果、不純物を含まない単相としてLGAS0.9, 
LTGA0.5, LNGA0.2の組成であるAl置換結晶が得られた。結晶構造解析として、イメージングプレー

ト型回折計を用い回折強度を測定し、構造パラメータ精密化を行った。圧電特性評価には得られた結

晶を方位カットし、結晶基板を得、鏡面研磨を施した後、Au電極を形成したものを用いた。すべて

の結晶において、置換したAlはLaが占有する十面体席以外の陽イオン席に分布し、その優先配位する

席は最小の四面体席、八面体席、四面体席の順であった。また、Al置換により室温における圧電定数

d11が僅かに上昇することが分かった。圧電定数の温度依存性に関して、Al置換結晶とホスト結晶では

殆ど変わらず、室温から400oCまでの温度範囲においてLTGA0.5結晶が最も変動が小さいことがわか

った。また、抵抗率－温度特性の測定では、As-grownのAl置換結晶の抵抗率がホスト結晶と比べ同温

度において10-30倍程度の抵抗率を有していることが分かり、ランガサイト型結晶へのAl置換が抵抗

率の上昇に有効であることを明らかにした。以上、本研究の成果よりLTGA0.5結晶が最も燃焼圧セン

サー材料として有望であると結論づけた。                       

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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